










要約　チック障害(DSM-Ⅲ-R)を有する小児 202名にういて、発症誘因および増強・減少因

子を調査した。発症誘因は 69 名(34%)でみられ、身体的誘因が 25 名と多く・学校・友人

関係の誘因が 21 名、家庭内の問題が 20 名であり、塾・習い事は 4名と少なかった。増強

因子は 136 名(67%)でみられ、日常生活の中で増強する因子を認めるものが 48 名(テレビ

鑑賞 27 名、読書 10名、勉強 6名など)と多く、情動の変化 42 名、サーカディアンリズム

15 名、学校・友人関係 15 名、身体疲労 13 名であり、家庭内の問題は 3名と少なかった。

チック障害で心身症といえるものは 20%程度と考えられる。


